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し
な
い
!

さ
せ

な
い
!
!

税
の
滞
納

～
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
～

特
別
区
税
(
特
別
区
民
税
・
軽
自
動
車
税
・
特
別
区
た
ば
こ
税
)
の
1
7年
度
当
初
予
算
3
3
0
億
円

は
、「
活
力
と
安
心
で
魅
力
あ
る
ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め
、
教
育
や
子
育
て
、
福
祉
、
雇
用
対

策
な
ど
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
、
税
金
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

1
7年
度
の
「
納
税
通
知
書
」

を
発
送
し
ま
し
た

区
は
6
月
8

日
に
、
特
別
区
民

税
・
都
民
税
(
普
通
徴
収
)
の
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
税
に
は

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

区
で
取
り
扱
う
税
は
、「
特
別
区
民

税
・
都
民
税
(
い
わ
ゆ
る
住
民
税
)
」
。

「
軽
自
動
車
税
」
と
「
特
別
区
た
ば

こ
税
」
の
3
種
類
で
す
。

特
別
区
民
税
・
都
民
税
は
、
前
年

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
方
が

対
象
で
す
。

住
民
税
は
1
7年
1
月
1
日
の
時
点

で
住
ん
で
い
た
区
市
町
村
が
課
税
し

ま
す
。
従
っ
て
、
年
の
途
中
で
転
入

し
た
方
は
、
従
前
の
区
市
町
村
が
課

税
し
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

納
税
は
納
期
限
ま
で
に

1
7年
度
普
通
徴
収
の
納
期
限
は
表
1

の
と
お
り
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
な
い
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
た
り
、
滞
納
処
分
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

表1　17 年度普通徴収納期限

便
利
で
安
心

口
座
振
替

「
特
別
区
民
税
・
都
民
税
」
の
納

め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
口
座
振

替
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
回
送
っ
た
納
税
通
知
書
に
、
口

座
振
替
の
依
頼
書
を
同
封
し
ま
し
た

(図
1
)
。
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
郵
送
す
る
だ
け
で
申
し
込
め
ま

す
。
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

図1　 特別区民税・都民税口座振替依頼書

▲ 個人情報部分にはシールを貼って送付します

税
金
の
様
々
な
使
い
道

区
税
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要

な
様
々
な
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ご
み

の
収
集
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
や
が

ん
検
診
な
ど
暮
ら
し
に
身
近
な
こ
と

か
ら
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
や
、
防

災
都
市
づ
く
り
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ

レ
ス
の
開
業
な
ど
産
業
の
発
展
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
に
も
使
わ
れ
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。納

税
に
困
っ
た
ら

病
気
・
失
業
・
災
害
・
事
業
で
の

損
失
な
ど
の
理
由
で
生
活
が
困
窮

し
、
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
納
税
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
納
税
の
猶
予
や
分
割
納
付

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

休
日
納
税
納
付
相
談

平
日
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
毎
月
第
4
日
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
(
6
面
参
照
)
。

お
問
い
合
わ
せ
は

▽
記
事
内
容
に
つ
い
て
・
:納
税

計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

▽
口
座
振
替
に
つ
い
て
・
:収
納

管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

▽
納
税
相
談
に
つ
い
て
・
:納
税

相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

財源確保と負担の公平性を保ちます
区では、安定した財源の確保と負担の公平性の観点から、
納期限までに納めない方に、納期限の約1 ヵ 月後に督促状
を、それでも納めない場合は、催告書などを送付しています。
そのほか、次のような徴収強化の取り組みを行っています。

訪問徴収
39人の公金徴収嘱託員が平日の昼間だけでな

く、夜間および土・日・祝日も、滞納者宅を直接
訪問し、納税の催告と徴収をします。嘱託員は訪
問時に、名札のほか、「足立区非常勤職員証」を携
行しています。不審な場合は、職員証をご確認く
ださい。

夜間・休日電話催告
日中・平日不在の方に、職員やオペレータが電

話による催告をします。
自動電話システムでの催告

未納者リストに基づいて、コンピュータを使っ
て自動的に電話をかけます。つながると、オペレ
ータが未納となっている方に納付をお願いし、未
収金の累積を防止します。

財産などの差し押さえ
納めた方との不公平が生じないよう、納付意

思がないと区が判断した滞納者に対しては、債
権( 預金・給与など)、電話加入権や不動産など
の財産を差し押さえています。16年度は、電話加入権( 279
件) 、債権( 328 件)、不動産( 114 件) を差し押さえました。
今後は、動産( 絵画など) や自動車などの差し押さえも検

討しています。
公売

財産を差し押さえても、滞納している税金が
納められない場合には、差し押さえた電話加入
権や家や土地などの不動産を入札で公売し、売
ったお金を滞納している税金に充当します。

もっと
く わし

く

教えて
! 住民税Q&A お問い合わせは課税第一・二係

3680- 5231 ・0

住民税の「特別徴収」と
「普通徴収」って何?
違いがよくわからないよ

答
住民税の納め方には「特別徴収」と「普通
徴収」という2 つの区分があります( 表2) 。
特別徴収は、サラリーマンなどを対象に、給

与から直接天引きして納める方法です。
これに対して普通徴収は、自営業の方やアル

バイトなどで、給与天引きされない方が、納付
書や口座振替を利用して納付する方法です。

住民税の均等割と所得割
って何ですか? 同じ住
民税でも違うのかしら?

答
均等割は、条例で定める一定以上の所得が
ある納税義務者に、均一の税額4, 000円( 特別

区民税3, 000円、都民税1, 000円) を課税します。
所得割は、条例で定める一定以上の所得があ
り、「所得金額」から「所得控除」を差し引い
た「課税される所得金額」に対し課税します。
くわしい計算方法については、課税課にお問

い合 わせください。

足立区の税金は、他の区
に比べて高いんじゃない
の?

答
住民税額は地方税法により、全国共通の計算
方法で算出されています。よって、住民税が

足立区だけ高くなるということはありません。

表2　 特別徴収と普通徴収

足
立
区
議
会
議
長

・

副
議
長
決
ま
る

5
月
3
1日
に
足
立
区
議
会
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
、
議
長
に
新
井
ひ
で

お
議
員
(
足
立
区
議
会
自
由
民
主
党
)
、
副
議
長
に
中
島
勇
議
員
(
足
立
区

議
会
自
由
民
主
党
)
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新井ひでお議長

中島勇副議長

今号の主な内容

2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
人
権
と
同
和
問
題

の
理
解
の
た
め
に

4
・
5
面
マ
あ
だ
ち
区
民
環
境
フ
ェ
ア
2
0
0
5

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら
/
掲
示
板
/

広
報
番
組
案
内

8
面
マ
マ
マ
足
立
区
第
二
次
構
造
改
革
戦
略
/
ス
ケ

ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

3880- 5678

「区 民の声」 を

お待ちしています

今号から足立区ホームページ携帯電話向けサイトのアドレスなどの情報が入ったQR コードを掲載しています( 1 面右上) 。ただし、一部機種では読み取れない場合もあります。
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
6 月14 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡
例

4 甫蘊丿氛(申b 込み右售
4 郷軍) ・・申tQ鑷卿轜篳

今繼( 啝丿 圜S141=・J 繼廨4　
車14 羅輙 ・細い龠輙轤彜=4

釁 用の輯繼卿鄒4晦 嘶鱆無料

争回 ≒ホーム礫・ ダy ・Sレス
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ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が
保
険
診
療

を
受
け
た
場
合
に
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
該
当

す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
―
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
民

健
康
保
健
や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
加
入
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
児
童
(
1
8歳
に
な
っ
た

年
の
年
度
末
ま
で
。
2
0歳
未
満
で
中

程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
含

む
)
と
、
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
・
:父
母
が
離

婚
/
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
、
ま

た
は
重
度
障
害
を
持
つ
、
ま
た
は
法

令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
/
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
生
ま
れ
た

児
童
で
父
の
扶
養
が
な
い

※
所
得

制
限
あ
り
。
生
活
保
護
受
給
者
、
児

童
福
祉
施
設
入
所
中
の
方
を
除
く

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

「
子
育
て
に
追
わ
れ
る
毎
日
、
ち

ょ
っ
と
一
息
つ
き
た
い
」
「
産
後
の

体
調
が
悪
く
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

が
つ
ら
い
」
な
ど
、
子
育
て
の
支
援

が
必
要
な
と
き
に
、
区
が
認
定
し
た

子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
が
家
庭

を
訪
問
し
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
支

援
し
ま
す
。
支
援
内
容
は
区
が
委
託

す
る
事
業
所
が
調
整
し
ま
す
。
利

用
日
時
=
毎
日
(
年
末
年
始
を
除

く
)
、
午
前
6
時
～
午
後
1
0
時
対

象
=
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

家
庭
内
容
=
一
時
保
育
/
病
後
児

保
育
(
医
師
の
証
明
が
必
要
)
/
産

前
(
6
週
間
前
か
ら
)
・
産
後
期
(
出

産
I
ヵ
月
)
の
家
事
支
援
費
用
=

▽
年
間
登
録
料
…
2
千
4
0
0
円
▽
基

本
料
金
…
1
時
間
5
0
0
円
(
月
～
金
曜

日
、
午
前
8
時
～
午
後
6
時
)
▽

基
本
外
料
金
・
:
1
時
間
8
0
0円(
土
・

日
・
祝
日
の
全
日
お
よ
び
月
～
金
曜

日
の
午
前
6
時
～
8
時
、
午
後
6
時

～
1
0時
)

申
込
=
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
に
電
話
後
、
案
内
さ
れ

た
N
P
O

事
務
所
に
申
し
込
み

申
・
問
先
―
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

糖
尿
病
予
防
教
室
「
糖
を
た
め
な

い
ス
リ
ム
な
暮
ら
し
」
(
3
回
制
)

日
時
U
6
月
2
4日
守
7

月
2
2日

㈲
・
8
月
3
1
日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
血

糖
値
が
高
め
の
方
/
糖
尿
病
予
防
に

関
心
の
あ
る
方

内
容
=
食
生
活
の

見
直
し
、
生
活
習
慣
と
血
糖
値
の
関

係
に
つ
い
て
体
験
を
と
お
し
て
学
び

ま
す

※
事
前
に
血
液
検
査
あ
り

(
有
料
)

定
員
=
3
0
人

申
込
H

電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

(福)医療証が更新になります
現在、⑥医療制度を受けている方で、7 月1
日以降も該当する方には、6 月下旬に新し

い医療証を郵送します。 対象= 昭和12年6
月30日までに生まれた⑩受給者で、所得が基
準額( 表1) 以下の方 ※ 社会保険の被保険
者本人、老人保健受給者は対象になりません。
また、16年中の所得が基準額( 表1) を超え
た方には、消滅通知を送付します。届かない
など、不明な点はお問い合わせください
問先= 高齢医療係 　3880- 5874

表1　(福)医療所得基準表

※ 16年中の所得です
※扶養が1 人増すごとに38万円加算されます

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
・
場
所
=
相
談
に
よ
り
決
定

対
象
=
町
会
、
自
治
会
、
P
T
A
、

自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容
=
表
2

。
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養

改
善
推
進
員
)
と
一
緒
に
調
理
を
し

な
が
ら
、
食
生
活
に
つ
い
て
楽
し
く

学
び
ま
す

費
用
=
材
料
費
な
ど
実

費
負
担

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養

　
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表2　 ふれあいクッキング

日本脳炎ワクチンの接種勧奨を中止しました
国の勧告により、区では現行の日本脳炎ワクチン接種の積極的

勧奨をしないことになりました。このため、6 月から日本脳炎の
予診票の送付を中止します。
なお、流行地への渡航などにより、本人または保護者が接種を希

望する場合は、接種したことによる効果および副反応の説明を受
け、同意した上で接種することができます。この場合は法定接種と
なり、契約医療機関において、無料で接種できます。 問先= 健康
推進係 　3880- 5892

食
と
健
康
教
室

し
っ
か
り
食
べ
て
減
ら
そ
う
体
脂

肪
(
2
日
制
)

日
時
=
6

月
2
8
日
収
・
7
月
2
6
日

㈹
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

場
所
U
江
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
=
体
重
が
気
に

な
る
方
、
生
活
習
慣
病
で
減
量
が
必

要
な
方

内
容
―
体
脂
肪
を
減
ら
す

た
め
の
食
事
と
運
動

定
員
-
3
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保

健
栄
養

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

高
齢
期
の
低
栄
養
を
防
ぐ
食
事

(
2
日
制
)

日
時
=
7
月
5
日
㈹
・
1
5日
脚
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住
の
方

内
容
=
▽
1

日
目
…
若
さ
と
健
康
を
保
つ
食
生

活
と
は

▽
2
日
目
…
実
年
齢
よ
り

若
く
見
せ
る
姿
勢
と
足
腰
を
丈
夫
に

す
る
運
動

定
員
-
2
5
大
(
先
着

順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問

先
―
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
栄
養

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

出
前
講
座
「
食
品
衛
生
情
報
」

対
象
=
区
内
在
住
で
5
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ

内
容
=
食
品
衛
生
に
携
わ

る
区
職
員
を
講
師
と
し
て
、
食
中
毒

予
防
や
食
品
の
表
示
な
ど
に
関
す
る

講
座
を
行
い
ま
す

※
出
前
講
座
を

行
う
場
所
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い

申
込
U
電
話

申
・
問
先
=
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

難
病
患
者
福
祉
手
当
・
心
身

障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

対
象
=
▽
難
病
患
者
福
祉
手
当
:
6
5

歳
未
満
で
表
3
の
対
象
疾
病
に
該
当

す
る
方

▽
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

…
2
0歳
以
上
6
5歳
未
満
で
、
表
4
に

該
当
す
る
方

※
い
ず
れ
も
、
未
申

請
の
方
が
手
続
き
で
き
ま
す
。
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
(
表
5
)

申
・

問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
福
祉
事

務
所
(
表
6
)

表3　 難病患者福祉手当対象疾病および手当額等一覧

表4　 心身障害者福祉手当( 区制度)

※ 施設入所者/ 児童育成手当( 障害手当) 受給者/ 難病患者福祉手当受給者の
方は対象になりません

表5　 区福祉手当所得基準表

※ 以降1 人増すごとに38万円
加算されます

※ 住民税の所得額の計算と多
少異なります

表6　 福祉事務所一覧
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
入
居
者
募
集

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
体
が
や
や
弱

り
、
生
活
に
不
安
が
あ
る
高
齢
者

が
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
す

る
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

食
事
の
提
供
や
入
浴
の
準
備
、
生
活

相
談
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対

象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…

区
内
在
住
で
満
6
0歳
以
上
/
自
炊
が

で
き
な
い
程
度
に
身
体
機
能
が
低

下
、
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立

し
た
生
活
に
不
安
が
あ
る
/
身
の
回

り
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
る
/
使
用

料
が
負
担
で
き
る
(
本
人
の
年
収
に

よ
り
月
額
約
3
万
～
1
2万
円
の
ほ
か

実
費
相
当
分
)
/

保
証
人
を
立
て
ら

れ
る

募
集
室
数
H
▽
I
人
部
屋
・
:
1

室
(
予
定
)

▽
2
人
部
屋
・
:
1

室

※
2
人
部
屋
に
は
、
夫
婦
・
兄

弟
姉
妹
・
親
子
な
ど
で
入
居
で
き
ま

す

申
込
用
紙
配
付
・
申
込
期
間
n
6

月
1
0日
～
2
3日
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)

※
申
込
用
紙
は
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
区
民
事
務
所
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
、
高
齢
調
整
係
で

配
付

申
込
=
電
話
連
絡
後
、
本
人

と
保
証
人
が
申
込
用
紙
を
施
設
に
持

参

申
先
H
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
(
六

月
I
-
6
-
I
)

(
5
2
4
2
)
0
3
0
5

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

認
知
症
予
防
講
演
会

「ボ
ケ
な
い
コ
ツ
～
脳
を
イ
キ

イ
キ
、
元
気
な
8
5
歳
を
め
ざ
す
～
」

日
時
=
6
月
2
2日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
U
長
寿
社
会
を
生
き
抜

く
た
め
の
コ
ツ
を
社
会
面
、
心
理
面

か
ら
学
び
ま
す

講
師
=
前
田
敦
子

氏
(
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
認
知

症
予
防
対
策
室
研
究
員
)

定
員
-
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※
認
知
症
家
族
会
「
宸
よ
う
の
会
」

の
参
加
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
・

問
先
H
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

介
護
保
険
・
家
族
介
護

慰
労
金
の
支
給

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

を
、
主
と
し
て
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
・
:
住
民
税
非
課
税
世
帯
　
(

介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
も
住
民

税
非
課
税
世
帯
)
/
1

年
間
継
続
し

て
要
介
護
4
ま
た
は
5
に
認
定
さ
れ

て
い
る
/
要
介
護
認
定
後
1
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
(
7
日
以
内
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
は
除
く
)
/
要
介
護
4
ま

た
は
5
に
認
定
さ
れ
て
か
ら
通
算
1

年
以
上
在
宅
の
期
問
が
あ
る

※
長

期
入
院
(
3
ヵ
月
以
上
)
し
て
い
た

場
合
は
そ
の
期
間
を
除
く

支
給
額
=

年
額
1
0
万
円

申
込
=

窓
口

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

生
計
困
難
者
に
対
す

る
介
護
保
険
利
用
者

負
担
額
軽
減
制
度

利
用
費
用
の
軽
減
を
申
し
出
て
い

る
事
業
者
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
に
限
り
、
負
担
額
を

軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

。
対

象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

住
民
税
非
課
税
世
帯
/
世
帯
の
年
間

収
入
が
基
準
額
以
下
(
単
身
の
場
合
1
4
0

万
円
、
I
人
増
え
る
ご
と
に
6
0万

円
を
加
算
)
/

世
帯
の
預
貯
金
額
が

基
準
額
以
下
(
単
身
の
場
合
1
2
0万

円
、
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
0万
円
を

加
算
)
/

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
な
い

申
込
=
窓
口

申
・
問
先
=

介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
等
=
表
7

内
容
H
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
を

学
習
/
健
康
に
つ
い
て
体
験
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
/
パ
ネ
ル
展
示
ほ
か

申

込
U
当
日
直
接
会
場
へ

表7　6月下旬～7月中旬の住区健康フェスティバル
呼
吸
器
病
教
室
(
音
楽
療
法
)

日
時
H
6

月
2
4日
圏
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の

方
と
そ
の
家
族

内
容
=
歌
を
歌
い

な
が
ら
、
ぜ
ん
息
発
作
を
楽
に
す
る

腹
式
呼
吸
を
学
び
ま
す

講
師
=
山

崎
浩
氏
(
声
楽
家
)

定
員
=
5
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・

問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
と
し
て
、

戦
闘
公
務
で
戦
死
ま
た
は
戦
闘
公
務

に
よ
る
傷
病
が
原
因
で
死
亡
し
た
方

の
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま

す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
…
戦
没
者
な
ど
の
、
死
亡
当

時
の
3
親
等
内
遺
族
/
法
で
定
め
る

先
順
位
者
で
、
1
7年
4
月
1
日
現

在
、
遺
族
内
に
公
的
扶
助
料
・
遺
族

年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い

支
給
額
=
額
面
4
0万
円
(
記
名
国

債
・
1
0年
償
還
)

申
込
=
窓
口

期
限
=
2
0年
3
月
3
1日

申
・
問
先
=

民
生
係

自
由
広
場
で
遊
ぼ
う

日
時
=
▽
小
学
校
1
～
3
年
生
・
:
第

1
・
3
・
5
水
曜
日
▽
乳
幼
児
…

第
2
・
4
水
曜
日
※
い
ず
れ
も
時

間
は
、
午
後
3
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

対
象
=
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
の
方

内
容
n
幼
児

発
達
支
援
室
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
開
放
/

発
達
に
関
す
る
相
談

定
員
=
各

日
1
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

講
演
会
「
子
ど
も
の
心
の

声
が
聴
こ
え
ま
す
か
?
」

日
時
=
6
月
2
9
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

対
象
n
思
春
期
・
青
年
期
の

子
ど
も
が
い
る
家
族

内
容
=
不
登

校
、
引
き
こ
も
り
な
ど
の
対
応
な

ど
、
我
が
子
な
が
ら
ど
う
接
し
た
ら

よ
い
か
迷
っ
て
い
る
家
族
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス

講
師
=
高
橋
和
巳
氏
(
精

神
科
医
)

定
員
=
2
5人

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
H
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

う
つ
病
の
克
服
　
～
正
し

く
知
っ
て
正
し
く
治
す
～

日
時
=
6
月
1
5
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

講
師
―
山
田
光
彦
氏
(
国
立

精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健
研

究
所
医
師
)

定
員
=
4
0人

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

精
神
障
害
者
・
地
域

家
族
会

日
時
=
毎
月
第
1
月
曜
日
(
祝
日
は

除
く
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0

分

対
象
=
精
神
障
害
者
を
抱
え
る

家
族
の
方

内
容
U
日
ご
ろ
の
悩
み

や
問
題
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
、
学

習
会
を
行
い
ま
す

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
い
な
い
犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
6

月
中
に
近
く
の
動
物
病
院
な
ど
で

必
ず
接
種
さ
せ
、
保
健
所
、
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
区
民
事
務
所

で
注
射
済
票
の
交
付
を
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
犬
を
飼
っ
て
い
て
ま
だ
登

録
し
て
い
な
い
方
は
、
登
録
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
歩
中
に
犬
の
リ
ー
ド

(引
き
綱
)
を
外
し
て
し
ま
い
、
放

し
飼
い
を
す
る
方
が
多
い
と
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の

方
は
、
リ
ー
ド
を
犬
か
ら
外
さ
な
い

よ
う
注
意
し
、
散
歩
中
の
フ
ン
の
始

末
も
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

住
居
衛
生
係(

3
8
8
0
)
5
3
7
5

人
権
と
同
和
の

理
解
の
た
め
に

採
用
と
人
権

就
職
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
人
間
に
と
っ
て
、
労
働
を
通
じ
た

社
会
参
加
や
、
生
活
の
安
定
、
生
き

が
い
を
得
る
な
ど
、
生
き
て
い
く
上

で
大
変
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
ま

す
。日

本
国
憲
法
が
基
本
的
人
権
の
一

つ
と
し
て
、
職
業
選
択
の
自
由
を
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
趣
旨
に
基
づ
き
ま
す
。

昨
今
、
企
業
の
社
会
的
責
任
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
主
は
、
公
平
で
公
正
な
採
用
選

考
を
行
い
、
就
職
の
機
会
均
等
を
保

障
す
る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
調
査
会
社
な
ど
に
依
頼
し

て
就
職
希
望
者
の
身
元
調
査
を
行
う

こ
と
は
、
人
権
問
題
に
な
る
の
で
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

働
き
た
い
人
と
雇
い
た
い
人
と

が
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た
め

に
、
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
人
権
尊

重
の
精
神
が
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

都
で
は
、
就
職
の
機
会
均
等
の
確

保
を
図
る
た
め
、
1
2年
度
か
ら
6
月

を
「
就
職
差
別
解
消
促
進
月
間
」
と

定
め
、
よ
り
集
中
的
に
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
が
本
格
化
す
る
時
期
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
企
業
に
お

け
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

講
演
と
映
画
の
集
い

日
時
=
6
月
2
0日
向
・
2
3日
㈲
、
い

ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分
～
4
時

場

所
=
千
代
田
区
公
会
堂
(
千
代
田
区

九
段
南
1
-
6
-
1
7
)

内
容
―
講

演
「
人
権
尊
重
と
企
業
の
責
任
」
/

映
画
「
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
務

部
栗
原
恵
の
提
案
」

講
師
=
永
峰

好
美
氏
(
㈱
プ
ラ
ン
タ
ン
銀
座
取
締

役
)

定
員
U
8
0
0人(
先
着
順
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

都
・
産
業
労
働
局
雇
用
就
労
部
労
働

環
境
課

(
5
3
2
0
)
4
6
4
9

区
・
人
権
・
同
和
係

(
3
8
8
0
)
5
4
9
7
　
　
　
　
　
　
　

《
人
権
・
同
和
係
》

緑の大敵
アメリカシロヒトリ
を退治しよう

アメリ カシロヒトリは、毎年6

月ごろと8 月ごろに発生し、樹木

に被害をもたらす害虫です。越冬
したサナギが白い小さなガになっ

て産卵し、6 月中旬に卵がかえり

ます。かえった幼虫( 毛虫) はサ
ナギになり、7 月には成虫( が)

になります。成虫が再び産卵し、8

月に2 回目の被害が出ます。6
月に完全に退治すれば、8 月には

ほとんど発生しないので、早めに

適切 な防除を 行うこ とが大切 で
す。

特に、巣のうちに駆除するのが、

最も効果的です。

巣の見付け方

アメリ カシロヒトリは、葉の裏
側に毛 虫が群 がって巣 を作り ま

す。初めは、葉の表皮だけを残し

て食べるので、葉が透けて見える

ようになります。

また、成虫が好 んで卵を産み付
ける樹木は、サクラ、ウメ、モモ、

カキ、ヤナギなどです。これらの
樹木を持つ方は、特に注意して葉

の裏の状態を観察してください。

巣を取り除くには

巣を見つけたら、その枝葉を切

って、毛虫が他の枝に移らないう
ちにビニール袋へ入れ、すぐに廃

棄してください。

アメリカシロヒトリは、一斉に
発生するため、駆除も地域で一斉

に行うことが効果的ですが、毛虫

がいないところへ薬剤散布をして
も葉を痛めるだけで、予防殺虫効

果はありません。
各家庭の樹木( 庭木) について

は、所有者に駆除の責任がありま

すが、高さが3m 以上ある樹木や

所有者不明の樹木など、駆除が困

難な場合には、相談してください。

また、地域で駆除する方のため

に、区民事務所などで動力噴霧機
を貸し出してい ますので、ご利用

ください。

なお、学校、公園、街路樹 などに

ついては、各管理者が駆除し ます。

アメリ カシロヒトリに関するお

問い合 わせは、住居衛 生係へ

3880- 5375
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あだち区民
環境フェア2005

今年も環境フェアを開催します。今回のテーマは 厂地球
温暖化」です。皆さんも新聞やテレビなどで、耳にしたこ
とがあるかと思います。では「地球温暖化」の何か問題な
のでしょうか。あだち区民環境フェアでは、そんな疑問を
楽しみながら解消できますO どなたでもご覧いただけます
ので、多数の方の参加をお待ちしています。

日時等

6日25日(土)・26日(日)　
午前10時～午後4時※ 雨天
決行　場所= ギャラクシティ
※ 入 場 無 料

主催・問先= あだち区民環

境フェア2005 実行委

員会事務局・環境推進

課事業推進係

　3880- 5631

内容( イベント ホー儿)
・千寿桜小学校の活動報告
( 25日、午前11時～11時30分)
・桑袋ビオト ープ公園の紹介
・アクリルタワシの編み物
・酸性雨の調査結果

・みどりの探検隊レ ポート
・ヤゴの救出大作戦

▲ アクリルタワシで地球は元気!

場所 内容( 中庭)

・リサイクル工作

・環境クイズラリー

・どんくりの工作と

七夕作り

・環境にやさしい石

けんの頒布

・雨水タンクの展示

・自転車の整備

▲ 自転車は排気ガスを出さないの
で環境にやさしい乗り物です

特 別 企 画
( 1) 人形劇「やくそく」上演　すぎのこ人形劇団

25日午後1時～2時
大きな地響きが森の仲間たちとの

楽しい時を破ります。 だれかが森
を壊そうとしているのです。さて、
その正体は? 幼児から大人まで楽
しめる環境教育人形劇です。

( 2) 気象キャスター平井信行さんの講演会

「温暖化と私たちのくらし」

26日午前10時30分～正午

< プロフィール>

1967年熊本県八代市生まれ。96年よりNHK の
気象キャスターとなりテレビに出演。現在NPO
法人気象キャスターネットワーク代表。

( 3) テレビ「どうぶつ奇想天外!」でおなじみ千石正一さん
の講演会 「いのちはみんなつながっている」

26日午後2時～4時
< プロフィール>
1949年東京生まれ。東京農工大学卒。動物の世
界を研究・紹介することに尽力し幅広い執筆活
動のかたわら、テレビなどにも出演し活躍中。(
財)自然環境研究センター研究主幹。

対象= 区内在住・在勤で( 2) と( 3) は小学生以上 場所= ギャラクシテ
イ・こども科学館 定員=200 人( 抽選) 申込= イベントごとに別々の往復
ハガキに住所、氏名、電話番号、希望イベント名を記入 ※ 人形劇はハガキ1
枚で4 人まで有効、申し込み人数を記入。そのほかはハガキ1 枚につき1

人有効 期限=6 月17日( 必着) 申・問先= 環境推進課内「あだち区民環境
フェア2005」実行委員会事務局 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

3880- 5631

く
い
と
め
よ
う
温
暖
化
!

ひ
と
り
か
ら
始
め
る

エ
コ
ラ
イ
フ

温
暖
化
っ
て
な
あ
に
?

太
陽
の
光
で
温
め
ら
れ
た
地
面
が

放
出
す
る
熱
(
赤
外
線
)
を
温
室
効

果
ガ
ス
(
二
酸
化
炭
素
・
メ
タ
ン
ー

フ
ロ
ン
類
な
ど
)
が
吸
収
し
、
大
気

を
温
め
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
地
球

の
平
均
気
温
は
1
5℃

前
後
に
保
た

れ
て
い
ま
す
。
も
し
も
温
室
効
果
ガ

ス
が
な
け
れ
ば
、
気
温
は
家
庭
用
冷

凍
庫
と
同
じ
マ
イ
ナ
ス
1
8℃
く
ら

い
に
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
分
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
少
量
だ
か
ら
と
軽

く
思
い
が
ち
で
す
が
、
日
本
や
地
球

全
体
規
模
で
合
算
す
る
と
膨
大
な
消

費
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
膨
大
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

し
た
結
果
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度

が
高
ま
り
熱
の
吸
収
が
増
え
、
気
温

が
上
昇
(
グ
ラ
フ
1
)
し
て
い
る
こ

と
を
「
温
暖
化
」
と
呼
び
ま
す
。

便
利
さ
の
裏
側
に
は

私
た
ち
消
費
者
の
便
利
さ
へ
の
追

求
に
応
え
よ
う
と
、
企
業
は
2
4時
間

サ
ー
ビ
ス
を
普
及
さ
せ
た
り
、
様
々

な
製
品
を
全
自
動
化
さ
せ
て
い
ま

す
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と

振
り
返
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
便

利
さ
を
優
先
さ
せ
た
結
果
、
「
温

暖
化
」
な
ど
環
境
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

「
え
っ
」
4
2
・
7
℃
!
?

昨
年
7
月
、
足
立
区
江
北
に
お
い

て
気
温
4
2・
7
℃
が
観
測
さ
れ
ま
し

た
。
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
暑

さ
対
策
を
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な

い
工
夫
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
ひ
と
り
く
ら
い
、
い
い
だ

ろ
う
」
で
は
な
く
、「
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
始
め
よ
う
」
の
気

持
ち
か
ら
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
我
が
家
で
あ
る
地
球
を

よ
り
良
く
し
ま
し
よ
う
。

す
ぐ
で
き
る
、
温
暖
化
対
策

「
暑
い
!

エ
ア
コ
ン
で
も
付
け
よ

う
か
な
?

」

▽
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
と
、
太

陽
光
の
入
射
を
調
節
で
き
ま
す
。ま

た
、
着
る
物
を
ま
め
に
調
節
す
る
こ

と
で
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
を
使
わ
ず
に
済

む
場
合
も
あ
り
ま
す

「
シ
ャ
ワ
ー
で
も
、
浴
び
よ
う
!

」

▽
身
体
な
ど
を
洗
っ
て
い
る
と
き

は
、
こ
ま
め
に
蛇
口
を
締
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
風
呂
の
残
り
湯
も

洗
濯
や
掃
除
な
ど
に
使
い
回
し
ま

し
ょ
う

グラフ1　 過去140年の地球全体の平均気温の変化

区
内
の
環
境
状
況
を

調
査
し
ま
し
た

大
気
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
は

大
気
汚
染
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

幹
線
道
路
沿
い
と
、
そ
の
他
の
地
点
8

ヵ
所
で
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
窒
素
酸

化
物
に
つ
い
て
の
調
査
を
し
ま
し
た
。

幹
線
道
路
沿
い
の
地
点
は
、
そ
の
他

の
地
点
と
比
較
し
て
窒
素
酸
化
物
の
う

ち
の
一
酸
化
窒
素
が
多
く
、
自
動
車
排

気
ガ
ス
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
は
、
環
境
基
準
を
超
え
な

い
低
い
数
値
で
、
二
酸
化
窒
素
も
環
境

基
準
(
年
平
均
値
)
の
数
値
を
下
回
っ

て
い
ま
し
た
。

都
内
の
大
気
汚
染
の
主
な
原
因
は
、

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
も
の
で

す
。
法
や
都
条
例
の
規
制
に
よ
り
、
汚

染
物
質
は
減
少
(
グ
ラ
フ
2
)
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け

自
家
用
車
は
使
わ
ず
に
、
バ
ス
や
電
車

を
利
用
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

綾
瀬
川
が
だ
ん
だ
ん
、

き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す

1
6年
度
河
川
水
質
調
査
結
果
が
、
ま

と
ま
り
ま
し
た
(
表
1
)

。
望
ま
し
い
水
質
を

示
す
「
環
境
基
準
値
」

を
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
主
要
4
河
川
と

も
B
O
D

値
で
下
回

っ
て
い
ま
す
。

綾
瀬
川
は
、
全
国

水
質
ワ
ー
ス
ト
の
常

連
で
は
あ
り
ま
す

が
、
近
年
の
水
質
向

上
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
他
の
流
域
自
治
体
と
の
連
携

に
よ
る
、
浄
化
努
力
が
実
を
結
ん
だ
結

果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
、
溶
存
酸
素
な
ど
の
項
目
で
も

改
善
が
進
め
ば
、
綾
瀬
川
は
魚
が
住
む

こ
と
が
で
き
る
川
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
河
川
の
水
質
浄
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
気
・
綾
瀬
川
の
記
事
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
調
査
係
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

表1　16年度区内河川水質調査結果

※測定値は区が調査した年4 回の平均
※ BOD: 生物化学的酸素要求量( 河川の汚れの指標で
大きいほど汚れていることを示す)

グラフ2　 大気中の浮遊粒子状物質の測定結果

※ 都一般環境大気測定局の測定結果( 1 時間値の年度平均値) ( 年 威
から作成しました( 16 年度は速報値)

環
境
に
関
す
る

助
成
金
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

環

境

保

全

団

体

に

活
動
の
助
成
を
し
ま
す

環
境
保
全
活
動
を
し
て
い
る
区
内
の
団

体
に
対
し
て
、
勉
強
会
や
啓
発
事
業
に
必

要
な
活
動
経
費
を
半
額
助
成
し
て
い
ま

す
。
助
成
を
希
望
す
る
団
体
の
方
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
区
内
在
住
者

を
主
体
と
す
る
5
人
以
上
の
団
体
(
営
利

を
目
的
と
し
な
い
な
ど
、
助
成
要
綱
に
沿

っ
て
い
る
こ
と
)

助
成
限
度
額
=
年
間
1
0

万
円

問
先
=
事
業
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・

小
型
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を

設
置
す
る
方
へ
補
助
を
し

ま
す

太
陽
光
発
電

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
(
N
E
F
)
か
ら

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
区
民

補
助
額
=
N
E
F

と
同
額

小
型
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

対
象
=
区
民

補
助
額
=
設
置
費
用
の
2

分
の
1
(
2
万
5
千
円
を
限
度
)

ー

い
ず
れ
も
ー

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
・
問
先
=
環
境
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

あ
だ
ち
再
生
館

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
=
7
月
9
日
出
、
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
イ
ア

内
容
=

環
境
に
優
し
く
、
ヘ
ル
シ
ー
な
エ
コ
ク

ッ
キ
ン
グ

対
象
=
区
内
在
住
(
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
)

講
師
=
眞
鍋
那
美
子

氏
(
料
理
研
究
家
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ

ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
き
ん

費
用
=
5
0
0円

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
参
加
希
望
」
を
明
記

期
限
=
6
月
2
5日
必
着

申
・
問
先
=
あ

だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

愛
称
は

「
ゆ
う
ゆ
う
風
車

」

宮
城
ゆ
う
ゆ
う
公
園
に
つ
く
ら
れ
た
風

力
発
電
装
置
の
愛
称
募
集
に
つ
い
て
、
応

募
総
数
3
3
6通の
中
か
ら
3
作
品
「
ゆ
う
ゆ

う
風
車
」「
風
電
」「
く
る
ぴ
か
2
1
」
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
2
9日
の
始

動
式
典
に
参
加
し
た
児
童
の
投
票
に
よ
り

「
ゆ
う
ゆ
う
風
車
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ゆ
う
ゆ
う
風
車
で
発
電
し
た
電
力
は
、
公

園
内
の
展
望
塔
や
管
理
棟
の
照
明
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
。
問
先
=
環
境
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

風
速
2
m
/
秒
を
超
え
る
と

風
車
が
回
り
ま
す

職員の「夏の軽装」を
推進します

6/20～9/30
環境省は、地球温暖化

の防止対策として職場で

の夏 の軽装、名 付けて
「クールビズ」を推進し

てい ます。 区でも冷房

の設定温度を28℃ とし、
その中でも効率的に勤務
できるよう、業務に支障

のない範囲で「ノーネク

タイ、ノー上着」の軽装
を推進し ます。ご理解を

お願いし ます。 問先=
環境計画係

3880- 5935
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
6 月14 日
から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

泰 ● 畆- , ( 呶扁 矗み治癒

令襌矚 瀰ei c嶄申b 鑷 卿襌飄
・ 壙・崋・畸n* ・鵯躑咏

崋喃 鵺 囑 廊 鶫

争麌黷癲黯繼ぬ齟り妬の細瀰糾
令田・4- 驫べ ー夕梦 が鈩ス,
・ 口 叫 簟メ≒ルアド鈩ス

国
民
健
康
保
険
料
の
決
定
通
知

書
を
6
月
下
旬
に
送
り
ま
す

1
7
年
度
住
民
税
の
確
定
に
伴
い
、

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
が
決
ま

り
ま
す
。
決
定
通
知
書
と
6
月
～
1
0

月
の
各
納
期
分
納
付
書
お
よ
び
一
括

払
込
用
納
付
書
(
6
月
～
1
8
年
3
月

分
全
納
用
)
を
送
り
ま
す
。
4
・
5

月
分
の
保
険
料
は
、
6
月
納
期
分
以

降
に
均
等
に
振
り
分
け
ま
す
。
口
座

振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
保
険
料

決
定
通
知
書
の
み
を
送
り
ま
す
。
6

月
納
期
分
の
納
期
限
お
よ
び
第
1
回

目
の
引
き
落
と
し
日
は
6
月
3
0日
で

す
。1

7年
1
月
2
日
以
降
、
足
立
区
に

転
入
し
た
場
合
や
、
申
告
が
遅
れ
て

い
る
な
ど
で
1
7年
度
住
民
税
が
確
定

し
て
い
な
い
方
は
、
均
等
割
額
の
み

で
計
算
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
今
年
度
住
民
税
が
確
定
し
た
時

点
で
、
正
し
い
保
険
料
に
変
更
し
た

決
定
(
変
更
)
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

就
学
相
談
を
受
け
付

け
ま
す

日
時
=
7
月
1
日
以
降
、
毎
週
月
～

金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時

対
象
=
1
8年
4
月

に
小
学
校
入
学
予
定
の
子
ど
も
の
保

護
者

内
容
=
障
害
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
方
へ
の
専
門
相
談
員
に
よ
る
ア

ド
バ
イ
ス

申
込
=
電
話
で
相
談
日

を
予
約

場
・
申
・
問
先
=
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談

(
5
2
4
2
)
2
3
7
6

細
街
路
整
備
助
成
事
業

狭
い
道
は
、緊
急
・
災
害
時
の
活
動

に
様
々
な
支
障
を
来
し
ま
す
。
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た

め
、
道
路
の
拡
幅
整
備
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
対
象
=
区
が
指
定
し
た

細
街
路
整
備
助
成
計
画
路
線
の
拡
幅

整
備
を
行
う
方
、
申
し
込
み
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
細
街

路
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
8
6

17年度国民年金の年金額
今年度の年金額は、16年度と同額になりました。(
表1) 問先= 年金給付係S3880- 5849

表1　17年度国民年金額

第
2
0回
足
立
区
都
市

計
画
審
議
会
の
傍
聴

者
を
募
集
し
ま
す

日

時
H
6

月
2
8
日

収

、
午
後
2

時

場

所
=

区

役

所

内
容
=

西

新
井

三

丁

目

地
区

地
区

計

画
関

連

ほ
か

定

員
=
5

人
(

抽

選
)

申

込
=

往

復
(

ガ
キ
に
住

所

、
氏

名

、
電

話
番
号

、

「
第
2
0
回
都

市
計

画
審

議
会

傍
聴
希

望

」
を
明
記

期

限
1
6

月
1
7
日

消

印

有
効

※
く
わ

し
く

は
区

・
ホ
ー

ム

ペ

ー
ジ

で

ご
覧

に

な

れ

ま

す

申

・
問

先
=

都
市

計
画

係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本

町
1
-
1
7
-
1

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

空
き
地
の
草
刈
り
を

行
い
ま
す

自
分
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
方
の

た
め
に
、
区
が
所
有
者
に
代
わ
っ
て

草
刈
り
を
行
い
ま
す
。
費
用
は
所
有

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
金
額
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち

づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

新
築
・
増
改
築
や
ア
パ

ー
卜
な
ど
の
名
称
変

更
時
に
は
、届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
区
域
で
、
建
物
の

新
築
や
増
改
築
な
ど
に
よ
り
出
入
口

を
変
更
し
た
場
合
は
、
住
居
番
号

(
住
所
)
に
つ
い
て
の
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
は
、

正
し
い
住
所
異
動
の
た
め
に
必
要
な

手
続
き
で
す
。

建
築
確
認
済
証
が
交
付
さ
れ
た

ら
、
案
内
図
と
配
置
図
(
建
物
の
大

き
さ
、
入
り
囗
が
分
か
る
図
な
ど
)

を
持
っ
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
名
称

の
み
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出
が
必

要
で
す
。

な
お
、
住
居
表
示
板
(
緑
色
の
ア

ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
方
に
は
、
窓
口
で
再
交
付
し
て

い
ま
す
(
無
料
)
。
問
先
見
戸
籍
住

民
課
住
居
表
示(

3
8
8
0
)
5
7
2
5

「
門
掃
き
」に
参
加
す
る
商
店

街
や
事
業
所
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
区
内
の
商
店
街
お
よ
び
事
業

所

内
容
=
▽
商
店
街
…
日
常
的
な

門
掃
き
と
定
期
的
な
一
斉
門
掃
き

▽
事
業
所
…
事
業
所
前
と
約
一
街
区

の
清
掃

※
一
定
の
清
掃
用
具
な
ど

は
区
が
用
意
し
ま
す

申
込
U
電
話

問
先
=
地
域
活
動
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

施
策
の
苦
情
の
申
出
状
況

1
6年
度

は
1

件

の
苦

情
を
受

け
付

け

、
現
在

、
継

続
審

議
中

で
す

。

苦

情
申

出

制
度

の
概
要

な
ど

、
く

わ

し

く

は

お

問

い

合

わ
せ

く

だ

さ

い

。
ま

た
は
区

・
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

で

ご
覧

に

な

れ

ま

す

。

問
先
=

男

女

参
画

プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

h
t
t
p
:
/
y
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/

あ
だ
ち

〝学
び〟
応
援
隊

～
「
学
び
た
い
」
の
気
持

ち
に
講
師
を
派
遣
～

対

象
=

「
地

域

の

問

題

解

決

に

向

け

た

学

習

会

を

開

き

た

い

」
「
趣

味

の

サ

ー

ク

ル

で

新

し

い

こ

と

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

た

い

」

な

ど

を

計

画

し

て

い

る

区

民

内

容

等
=

表
2

※

く

わ

し

い

メ

ニ

ュ

ー

の

内

容

は

、
地

域

学

習

セ

ン

タ
ー

や
区

民

事

務

所

に

あ

る

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

、

ま

た

は

区

・
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。
申

し

込

み

方

法

な

ど

、

く

わ

し

く

は

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

問

先

―
地

域

連

携

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
o
u
s
y
a
.
j
p
/

ヨ
a
n
a
b
i
/
a
s
s
i
s
t
a
n
c
e
/
i
n
d
e
x
.

s
h
t
m
l

表2　“ 学び" 応援隊メニュー例

※ このほかにもたくさんのメニューがそろっています

統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す

国
勢
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
を
行

え
る
方
を
事
前
に
登
録
し
ま
す
。
希

望
者
は
、
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
対
象
=
2
0歳
以
上
の
区
民

期
間
=
随
時

申
・
問
先
H
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
ロ
ッ
カ
ー
の

利
用
団
体
を
募
集
し
ま
す

貸
出
期
間
=
7
月
～
1
2
月
費
用
等

H
▽
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
(
4
8
個
)
…

無
料
▽
ロ
ッ
カ
ー
(
3
2
個
)
…
月

1
0
0
円
※
受
付
時
に
団
体
の
活
動
状

況
な
ど
を
伺
い
ま
す
申
込
=
直
接

窓
口
で
申
込
書
に
記
入
(
い
ず
れ
も

先
着
順
)
申
込
受
付
日
1
6
月
1
0

日
～
2
5
日
※
受
け
付
け
は
火
～
土

曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時

申
・
問
先
=
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

巣
立
ち
の
時
期
は
ご
用
心

カ
ラ
ス
が
攻
撃
的
に
な
り
ま
す

こ
の
時
期
、
親
ガ
ラ
ス
は
ヒ
ナ
を

守
る
た
め
に
、
近
付
く
人
の
頭
上
す

れ
す
れ
に
飛
ん
だ
り
、
頭
を
蹴
っ
た

り
し
て
、
警
告
や
威
嚇
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、
近
く
に

巣
が
あ
る
か
、
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
行

動
を
取
る
の
は
、
一
時
的
な
こ
と
な

の
で
、
不
用
意
に
近
付
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス

が
玄
関
前
や
、
通
学
路
な
ど
、
生
活

上
で
困
る
場
所
に
い
る
場
合
に
は
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
環

境
保
全
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

「
地
域
情
報
化
推
進
協
議
会
」

を
開
催
し
ま
す

日
時
=
7
月
1
1日
月
、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
シ
ス
テ
ム
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
7

教科書展示会
内容=18年度から、中学校で使用する教科書を

採択します。また対象となる教科書の見本を展
示しています。期間=7月6日(土・日曜日お
よび6月13日を除く)までの、午前9時～午後7
時 場所= 教育相談センター・生涯学習センタ
ー 問先= 教育相談センター03850- 8801

6 月の休日納税・納付相談

日時=6月26日( 日) 、午前9時～午
後4 時 場所= 区役所 問先=
納税 相談係 　3880- 5236

徴収推進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880- 5243
介護保険課収納管理係

3880- 5744

高齢者の皆さんへ
～交通事故に遭わないために～
高齢者の死亡事故の主な原因は、信号無

視や横断禁止の場所での無理な横断です。
特に夕暮れどき(午後6時～8時ごろ)に
多く発生しています。
交通ルールを守りましょう
歩行者用の青信号が点滅を始めたら、次

の青信号まで待ちましょう。この余裕が、
あなたを事故から守ってくれます。
横断禁止の道路は、幅が広く、交通量も

多いため危険です。遠回りでも信号のある
横断歩道を渡りましょう。
慣れた道や交差点でも、しっかり止まっ

て確認をしましょう
出会い頭の事故に遭わないためには、慣

れた路地・交差点でも、「一度、止まって
左右の安全確認」を習慣付けましょう。

問先= 交通安全係 　3880- 5912

区役所へは電車やバスを利用してください
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催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
6 月14 日

から受け付け

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組

期
間
n
6
月
1
8
日
～
9
月
2
5
日
時

間
=
▽
平
日
・
:
午
後
3
時
1
5
分
か
ら

▽
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夏
休
み
・
:

午
後
O
時
4
5
分
、
2
時
、
3
時
1
5
分

か
ら
※
各
4
5
分
内
容
―
私
か
愛

し
た
星
～
リ
ン
グ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・

土
星

入
場
料
=
▽
大
人
2
0
0円

▽

小
・
中
学
生
1
0
0円

場
・
問
先
=
ギ

ヤ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ

日
時
=
6
月
1
8日
出
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館

内
容
=
紙
や
マ
カ

ロ
ニ
を
利
用
し
た
工
作

対
象
=
幼

児
(

保
護
者
同
伴
)
～
小
・
中
学

生

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

宿
泊
キ
ャ
ン
プ

日
程
=
①
7
月
舛
一
日
～
2
7
日
、
②
7

月
一
一
丿
日
～
2
9
日
、
③
8
月
2
2
日
～
2
4

日
、
④
8
月
2
4日
～
2
6日

場
所
H

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
対
象
=
小
学
5
年
生
～
中
学

生
内
容
I
テ
ン
ト
設
営
や
野
外
で

の
炊
事
な
ど
を
通
し
て
、
自
然
の
中

で
生
活
す
る
知
識
や
集
団
生
活
の
基

本
を
習
得
定
員
U
各
回
7
0
人
費

用
=
8
千
円
(
往
復
バ
ス
代
、
保
険

料
、
食
事
代
ほ
か
)
申
込
=
電
話

で
①
～
④
の
日
程
を
い
ず
れ
か
選
択

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

西
保
木
間
児
童
館
の
催
し

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
6
月
2
5日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分

場
所
―
西
保
木
間
児
童
館

内

容
=
手
作
り
楽
器
で
遊
ぼ
う

対
象
H

幼
児
以
上
(
幼
児
は
保
護
者
同

伴
)

※
障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子

も
来
て
く
だ
さ
い

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

デ
イ
キ
ャ
ン
プ

日
時
=
7
月
2
3
日
田
、
午
後
3
時
～

8
時
3
0分

場
所
=
元
渕
江
公
園

対
象
=
小
学
生
以
上

※
小
学
1
年

生
は
原
則
と
し
て
保
護
者
同
伴

費

用
u
2
0
0円(
夕
食
代
)

申
込
n
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
持
参

※
申
込
用
紙
は
西
保
木
間
児
童
館
で

配
付
。
参
加
希
望
者
は
、
事
前
説
明

会
(
7
月
2
日
・
1
6日
両
日
)
へ
の

参
加
が
必
要

期
限
=
6
月
2
1日

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

郷
土
博
物
館
の
お
知
ら
せ

夏
季
区
民
教
養
講
座
「
日
本
の
か

た
ち
足
立
の
か
た
ち
」

日
程
=
7
月
1
0
日
㈲
場
所
=
綾
瀬

プ
ル
ミ
エ
内
容
=
①
足
立
の
地
口

行
灯
(
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
)
/

②
家
具
・
道
具
の
形
・
生
活
用
具
の

知
恵
(
午
後
3
時
～
4
時
3
0
分
)

講
師
H
①
区
・
学
芸
員

②
小
泉
和

子
氏
(
京
都
女
子
大
学
教
授
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
の
た
め
臨
時

休
館
し
ま
す

期
間
1
6
月
2
7日
～
2
9日
(
6

月
2
7

日
は
定
期
休
館
)

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

だ
れ
で
も
で
き
る
!

は

じ
め
て
み
よ
う
N
P
O

日
時
等
=
表
3

定
員
=
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

。
E

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
(
連
絡
先
)
、「
入
門
・
実
践
講
座

希
望
」
を
連
絡

※
受
け
付
け
は
火

～
土
曜
日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時

期
限
=
6
月
1
7日
必
着

申
・
問
先

=
N
P
O

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　
　

(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.

j
p 表3　NPO 入門・実践講座

※いずれか1日のみの参加もできます

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
講
演
会

男
と
女
の
ホ
ン
ネ
で
ふ
ぉ
ー
ら
む

日
時
=
6
月
1
8日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
=
映
画
「
ベ
ア
テ
の
贈

り
も
の
」
の
制
作
時
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
、男
女
平
等
が
ど
の
程

度
実
現
さ
れ
た
か
、
ま
た
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
ほ
か

講
師
=
岩
田
喜

美
枝
氏
(
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
制
作

委
員
会
事
務
局
長
)

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ

月
以
上
就
学
前
、
定
員
は
先
着
1
5

人
、
電
話
予
約
、
申
込
期
限
は
6
月
9

日
)

男
性
セ
ミ
ナ
ー
「
向
き
合
っ
て
い

ま
す
か
?

あ
な
た
自
身
と
あ
な
た

の
大
切
な
人
」

日
程
等
=
表
4

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
男
女
(
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
参
加
歓
迎
)

定
員
=
4
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

※

保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前
、

定
員
1
5人
)

ー

い
ず
れ
も
ー

場
・
申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表4　 男性セミナー日程表

※ 時間はいずれも、午後7時～9時

マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

日
時
=
6
月
2
3
日
㈲
、
午
後
1
時
～

4
時
(
午
後
O
時
3
0分
か
ら
受
け
付

け
)
場
所
H
日
暮
里
サ
ニ
ー
ホ
ー

ル
(
荒
川
区
束
日
暮
里
5
-
5
0
-
5
)

内
容
=
足
立
・
荒
川
区
内
の

企
業
約
2
5社
が
参
加
し
、
そ
の
場
で

人
事
担
当
者
と
面
接

※
何
社
で
も

面
接
で
き
ま
す
の
で
、
複
数
の
履
歴

書
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整
部
門

(
3
8
7
0
)
8
8
9
6

区
・
産
業
政
策
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

座
談
会
「
地
域
で
共

に
育
つ
た
め
に
」

日
時
=
6
月
2
3
日
用
、
午
後
1
時
～

3
時

内
容
=
思
春
期
か
ら
自
立
に

向
け
て

講
師
=
橋
場
隆
氏
(
筑
波

大
学
心
身
障
害
相
談
室
職
員
)

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

西
部
児
童
館
老
人
館

(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
に

日
時
=
6
月
1
8日
田
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
正
午

内
容
=
地
域
安
全
マ
ッ

プ
作
り
入
門

講
師
=
小
宮
信
夫
氏

(
立
正
大
学
助
教
授
)

申
込
―
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
千
住

児
童
館
老
人
館(

3
8
8
2
)
2
7
6
5

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
開
放

日
程
=
7
月
2
3日
倒

場
所
=
都
民

ゴ
ル
フ
場

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
=
1
8
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
6
千
5
0
0
円

※
当
日
現
地
に

て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費

は
別
途
必
要

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1

枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
。
6

月
3
0日
必
着

※
往
復
(
ガ
キ
以

外
で
の
申
し
込
み
や
重
複
の
申
込
は

無
効
。
決
定
通
知
は
、
7
月
上
旬

発
送
予
定

申
先
H
東
京
都
民
ゴ
ル

フ
場

〒
1
2
3
・
0
8
6
5
新
田
1
-
1
5
-
1

(
3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
緑
地
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

掲

示

板

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ

ー
・
相
談
会

日
時
=
7
月
3
日
㈲
、
午
後
1
時
1
5

分
～
4
時
3
0
分
場
所
=
シ
ア
タ
ー

1
0
1
0

定
員
1
5
4
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足

立
区
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

(
3
8
8
1
)
5
8
2
5

区立保育園非常勤職員募集( 特例保育保育士)
対象= 保育士の資格を持ち、昭和20年4 月2 日以降生まれで健康な方
勤務条件=1 日2 回( 朝夕) の勤務で、1 日計4 時間、週24時間 報
酬= 月額15万円 ※ 賞与なし 募集人数= 若干名 選考=[ >1 次… 書
類選考 レ2 次…面接( 7 月4 日予定) ※ 1 次合格者のみ 採用予定
日=8 月1 日以降 申込= 市販の履歴書( 自筆・写真谿 付) と資格証
明書の写しを郵送または持参 ※ 志望動機をできるだけくわしく書い
てください。申込書類は返却しません 期限=6 月24日必着 申・問
先= 保育管理係 〒120―8510中央本町1- 17- 1 　3880- 5872

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
なら

～
守
ろ
う
消
費
者
の
く
ら
し
～

ク
ー
リ
ン
グ
ーオ
フ
制
度

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
は
、
訪

問
販
売
な
ど
不
意
打
ち
的
な
商
法
に

よ
る
契
約
を
白
紙
に
す
る
消
費
者
の

権
利
で
す
。
以
前
は
訪
問
販
売
と
連

鎖
販
売
(
マ
ル
チ
商
法
)
に
対
し
て

適
用
さ
れ
て
い
た
制
度
で
す
が
、
現

在
は
電
話
勧
誘
販
売
、
内
職
商
法
さ

ら
に
は
消
費
者
が
自
ら
店
舗
な
ど
に

出
向
い
て
契
約
す
る
語
学
教
室
、
エ

ス
テ
サ
ロ
ン
、学
習
塾
、家
庭
教
師

派
遣
、パ
ソ
コ
ン
教
室
そ
し
て
結
婚

情
報
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
ま
す
。
と
か
く
事
業
者
の
主
導
で

成
立
す
る
こ
と
が
多
い
消
費
者
契
約

に
あ
っ
て
は
、
商
法
や
対
象
に
制
限

は
あ
る
も
の
の
強
力
な
武
器
と
い
え

ま
す
。

そ
ん
な
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度

が
昨
年
H
月
の
法
律
改
正
で
さ
ら
に

強
力
な
権
利
に
な
り
ま
し
た
。
消
費

者
が
事
業
者
の
虚
偽
の
説
明
で
勘
違

い
を
し
た
り
、
脅
し
に
よ
っ
て
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
を
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
改
め
て
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
の

権
利
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

不
本
意
な
契
約
や
事
業
者
の
勧
誘

に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
の
期
間
が
過
ぎ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
事
業
者

の
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
妨
害
の
事
実

が
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
契
約
は
白
紙

に
な
る
は
ず
で
す
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! ! 　 好きです。あだち』

今回の番組( 6/ 13～19) は。

「 環 境 に や さ し い ま ち( 仮 称) 」

1 日3 回 放 送( 午 前9 時30 分
、
午 後O 時30 分

、
午 後6 時)

5 月27 日 に オ ー プ ン し た 桑 袋 ビ オ ト ー プ 公 園 や
、

環 境 に

や さ し い ス ポ ッ ト を 区 民 レ ポ ー タ ー が 紹 介 し ま す
。

夏 休 み ち び っ 子 区 民 レ ポ ー
タ

ー
募 集! !

制作スタッフと一緒に広報番組を作ってみませんか。

日程等=レ打ち合わせ( 区役所) ・‥ 7月6日水、午後4時

レ撮影… 7月20日～8月10日のうち2日程度※ 撮影はス

タジオ収録含む対象=小学4～6年生の児童内容=テ

ー マ に 沿 っ て 区 内 を 取 材
。

イ ン タ ビ ュ ー や レ ポ ー ト を 行 い

ま す 費 用= 保 険 料 定 員=3 人 程 度( 選 考) 申 込= 八

ガ キ に 住 所
、

本 人 お よ び 保 護 者 の 氏 名
、

学 年
、

電 話 番 号
、

自 己PR
、

「 ち び っ 子 区 民 レ ポ ー タ ー 」 を 明 記 期 限=6

月20 日 必 着 申 ・ 問 先= 広 報 係 　3880- 5815

ひ
か
っ
ち

◎ おわびと訂正　あだち広報5 月25日号7 面「都市計画案の縦覧」の記事内容に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】足立北部地域舎人・古千谷本町地区地区計画の変更ついての縦覧および意見書提出は中止になりました。《 都市計画係》
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区
政
を
も
っ
と
身
近
に
!

「
協
治
」に
基
づ
い
た
改
革
を
行
い
ま
す

「
足
立
区
基
本
計
画
」
の
策
定
に
合
わ
せ
、
区
は
新
た
に
「
足
立

区
第
二
次
構
造
改
革
戦
略
」
(
以
下
、
第
二
次
戦
略
)
を
策
定
し
ま

し
た
。「
成
熟
活
性
型
の
協
働
社
会
・
あ
だ
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、

区
の
組
織
運
営
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
次
構
造
改
革
戦
略
と
は

1
4年
6
月
に
策
定
し
た
「
構
造
改

革
戦
略
」
で
は
、「
区
政
」「
財
政
」

「
社
会
」
の
3
つ
の
構
造
改
革
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

第
二
次
戦
略
は
、
こ
の
う
ち
の

「
区
政
の
構
造
改
革
」
を
取
り
込

み
、「
基
本
計
画
」
で
示
し
た
将
来

像
の
実
現
を
め
ざ
す
「
自
己
進
化
す

る
協
働
型
自
治
体
」
の
達
成
に
向
け

た
考
え
方
と
、
重
点
的
な
取
り
組
み

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
第
二
次
戦
略
は
国
が
求
め

る
「
行
政
改
革
大
綱
」の
見
直
し
と
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
公
表
に
対
応
す

る
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は
、
基
本

計
画
の
見
直
し
年
次
に
合
わ
せ
、
1
7
～

2
0年
度
の
4
年
間
で
す
。

協
働
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

「
協
治
(

ガ
バ
ナ
ン
ス
)
」

「
わ
か
り
や
す
く
、
参
加
し
や
す

い
区
政
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

区
と
皆
さ
ん
が
様
々
な
分
野
で
協
働

す
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
の
協

働
を
働
き
か
け
る
前
提
と
し
て
、
行

政
側
に
は
「
協
治
(
ガ
バ
ナ
ン
ス
)
」

と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
す
。

「
協
治
」
と
は
、
社
会
の
価
値
観

が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
に
お
い

て
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
力
だ
け

で
な
く
、
社
会
の
様
々
な
担
い
手
と

協
力
し
、
実
現
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
で
す
。
そ
し
て
、「
協
治
」
を

進
め
る
に
は
、
行
政
側
か
積
極
的
に

情
報
の
収
集
や
提
供
を
行
っ
て
、
区

民
や
企
業
な
ど
と
情
報
共
有
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
二
次
戦
略
で
は
、
こ
の
「
協
治

(
ガ
バ
ナ
ン
ス
)
理
論
」
の
考
え
方

を
中
心
に
し
て
、
区
の
組
織
の
あ
り

方
や
仕
事
の
進
め
方
を
再
編
成
し
て

い
き
ま
す
(
図
1
)
。

取
り
組
み
と
工
程
表

第
二
次
戦
略
で
は
、「
区
が
め
ざ

す
べ
き
姿
」
と
し
て
、
財
務
改
革
や

区
政
透
明
化
な
ど
7
つ
の
取
り
組
み

分
野
を
明
ら
か
に
し
、
4
5の
実
施
項

目
、
1
2
5
の
具
体
的
な
改
革
項
目
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
度
ご
と
の

実
施
計
画
を
工
程
表
と
し
て
ま
と
め

て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
区

民

の
声

」
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

の
庁

内
共

有

や

、
区

民

か
ら

の
質
問

な

ど

を

ー
元

的
に
受

け
付

け

、
回
答

す

る

コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー
を
導

入
す

る
こ
と

で

、
区

民

の
皆

さ

ん

の
満
足
度

や
期

待
度

な

ど
を

把
握
し

て

、
区

政
運

営

に
活

用

す
る

こ
と

を
検

討
し
て

い
ま

す
(

図
2
)

。
ま

た

、
入

札

制

度

の

透
明

性

を
向
上

さ
せ

る

た
め

、
電
子

入

札

の
実
施

・
拡

大
を
進

め

る
こ
と

も
検

討
し

て

い
ま

す
(

図
3
)

。

取

り
組

み

の
く

わ
し

い
内
容

や
進

ち

ょ
く

状
況

は

、
定

期

的
に
区

・
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
公

表

し

ま
す

。
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図1　 第二次戦略の仕組み

「成熟活性型の協働社会・あだち」の実現

第二次構造改革戦略

ガバナンス理論に基づく区政運営の再編成

「 統治( ガバメント) 」から「協 治( ガ バナンス) 」へ

こ れからの自治体のあり方とし て、政府( 行政)
が一元 的に統治する「ガバメ ント」 から、多 様な
主体が 協働して公共的施策を袒っ てい く「ガバナ
ンス」へ 転換してい くことが必 要になります。

経営理念としての「協働」

図2　 情報の区政運営への活用の流れ

疑
問
・
要
望

来庁・電話・ファクス。E
メールなど、寄せら

れた様々な意見を、各
窓口や担当部署で受け
付けます

要
望
把
握

コールセンター 区民の声 担当課

庁
内
共
有

対応履歴 頻出質問 区民要望

各担当課や、区民の声などに集
まった要望や質問などを、情報
として蓄積・データベース化

施
策
反
映

デー

タ
活
用

区民要望に応えた
施策づくり 情

報
提
供

区民が求める情報
を積極的に提供

▲ 蓄積された情報を活用し、区政の透明化・活性化を図ります

図3　 電子入札

電
子
入
札
は
、
入
札
機
会
を
増
や
す
と
共

に
、入
札
の
透
明
性
を
高
め
る
な
ど
、チ
ェ

ッ
ク
機
能
の
増
大
に
つ
な
が
り
ま
す

第
2
7回
足
立
の
花
火
大
会

日
時
=
7
月
2
8
日
㈲
、
午
後
7
時
1
5

分
～
8
時
4
5
分
(
打
ち
上
げ
開
始
は

午
後
7
時
3
0分
)

※
荒
天
の
場
合

は
2
9日
に
順
延

場
所
=
荒
川
河
川

敷
(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

・
屋
形
船
で
の
観
覧
は
、
事
前
申
し

込
み
と
協
賛
金
が
必
要
で
す

船
の
大
き
さ
に
よ
り
協
賛
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
で
の
観
覧
は
禁
止
で
す
。

観
覧
場
所
―
西
新
井
橋
側
エ
リ
ア
・

千
住
新
橋
側
エ
リ
ア

金
額
=

▽
3
0
m

未
満
・
:
2
万
円

▽
3
0
m以
上
…
3

万
円

申
込
=
屋
形
船
の
船
主
ま

た
は
関
係
者
の
方
は
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
、
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
の
い
ず
れ
か

(抽
選
)

期
間
=
6

月
1
0日
～
3
0

日
、
午
後
5
時
必
着

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
観
光
交
流
協
会
(
観
光
交
流

課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本

町
1
-
1
7
-
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3
8
8
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5
8
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3

(
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5
6
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親
子
自
然
体
験
交
流
ツ
ア
ー

～
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
ま
え
よ
う
～

日
程
=
7
月
2
3日
～
2
4
H
(
I
泊
2

日
)

場
所
―
新
潟
県
魚
沼
市

対

象
=
観
光
交
流
協
会
会
員
(
こ
れ
か

ら
入
会
す
る
人
も
可
)
と
家
族

内

容
=
地
元
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
/

カ
ブ
ト
ム

シ

ー
ク
ワ
ガ
タ
採
集
/
里
山
散
策
ほ

か

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
会
員
:
i
万
3
千
円

▽
会
員

の
家
族
…
1
万
4
千
円

▽
4
歳
～

中
学
生
…
7
千
円

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

※

返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所

と
氏
名
を
必
ず
記
入

期
限
=
6
月
3
0

日
必
着

問
先
=
観
光
交
流
協
会

(観
光
交
流
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月～金曜日(祝日を除く)、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

ハナショウブの中を歩いてみませんか
6 月に入り、 日ご とに鮮やかさを増す八

ナショウブ。こ の美しい花々を間近で鑑賞
して もらお うと、し ょうぶ沼公園( 谷 中2
丁目) では現在、「し ょうぶ田」の中に観賞
用の木道を特 設してい ます。
この公園には、「舞仙女」、「花物語」など

約70 種、約6, 500株 のハ ナ ショ ウブ が群 生
し、毎年6 月中旬 に見ごろを迎えます。こ
の時期の木道は、白 や紫、ピ ンクなどの花
で囲 まれ、のんびり歩 きながら鑑賞する家
族連れや、飛 び交うチョウを追いかけ て駆
け回る元気 な子 どもたちな どで毎日にぎわ
ってい ます。
木道の設置は、6 月26 日まで。ぜひハナ

ショウブを間近 で堪 能して ください。

しょうぶ沼公園( 谷中2- 4- 1)
東京メトロ千代田線北綾瀬駅下車徒
歩1 分 問先= 東部公園管理事務所

3602- 8836

▲ 「このお花、とってもきれいだね」

文
化
を
味
わ
い
、
親
し
む

～
第
3
9
回
足
立
区
展
～

シ
ア
タ
ー
1
O
1
0
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
第
3
9回
足
立

区
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
の
文
化
発
展
の
た
め
、
様
々
な
分
野
の
展
覧
を
行
い
、

文
化
、
芸
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
力
作
が
並
ぶ
中
、
会
場
を
訪
れ
た
親
子
か
ら
は

「
自
分
で
は
考
え
つ
か
な
い
発
想
に
出
会
え
て
、
参
考
に
な

っ
た
」
と
の
話
も
聞
け
ま
し

た

。「
書
道
(

一
般
・
少
年
)
」
、

「
写
真

」
部
門
は
6
月
1
2
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
ま
で
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か

。

▲
　
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
様
々

な
分
野
の
作
品
が
並
び
ま
す
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